	菓子（製造）


菓子の平成26年の業況は小売金額ベース（全国）で微増となった。26年4月の消費増税による消費の低迷こそあったものの、緩やかな景気の回復から法人贈答需要が回復の兆しを見せているほか、夏場の気温が涼しかったこと、輸出や外国人旅行客など好調な外需の影響などがみられた。ただし、半製品やOEM生産が中心の中小製造業や製造小売では原材料などのコスト高で厳しい収益状況が続いている。
業界概要
菓子製造業界は、専業メーカーとして完成品または半製品（チョコレートのみなど）を自社以外の流通経路で販売する菓子製造と、同一事業所で商品を製造・販売する製造小売の大きく２つ業態があり、両方を兼ねることもある。菓子の種類も飴菓子（飴類、グミなど）、チョコレート、チューインガム、せんべい（小麦粉製）、ビスケット（ビスケット、クッキーなど）、米菓（あられ、うるち米製のせんべい）、和生菓子（ようかん、まんじゅうなど）、洋生菓子（ケーキ、カステラなど）、スナック菓子（ポテト系、コーン系など）、油菓子（かりんとうなど）、その他菓子（おこし、玩菓、砂糖漬菓子など）と多岐にわたる。大阪の菓子製造業界では、製造品種グループ別に組合が組織されており、それを束ねる団体として大阪府菓子工業組合があり、組合員企業は725 社(平成26年度期末)を数える。

 25年の大阪府内の菓子製造業（従業者4 人以上） の事業所数は 225事業所、従業者数は8,543 人、製造品出荷額等は135,554 百万円である（経済産業省『平成25 年工業統計』）。ただし、地域に密着した製造小売の形態をとる従業員4人未満の小規模企業も多く、取扱商品の出荷額の割合によって、食品やパンなど菓子以外の業種に分類されている例もあるため、実際の事業所数は統計よりかなり多いとみられる。
大阪の特徴　
江戸時代には長崎に来航した唐船やオランダ船によって輸入された砂糖や、薩摩藩、高松藩など西国で生産された国産砂糖が糸荷廻船などで｢天下の台所｣たる大阪に集められ、唐薬種問屋や砂糖荒物仲買仲間の手を経て江戸や京都をはじめ全国に流通していた歴史背景があり、良質の砂糖を筆頭に米や餡もいち早く入手可能であった大阪でも菓子文化が発展した。

菓子の品種的には、おこし、村雨、玩菓、米菓のあられなどに大阪の特徴がみられ、飴菓子、チョコレート菓子などについても全国的に有名な企業がある。

全国で大阪府の占める製造出荷額等の割合は、生菓子で3.6％、ビスケット類・干菓子で2.2％ 、米菓で1.9％ 、その他のパン・菓子で6.6%である（表参照）。工場の府外移転などにより出荷額等のシェアは低下傾向にあるが、その他の菓子のうちチョコレートのシェアが16.4%と、全国1位となっている。また、菓子小売業（製造小売）の年間販売額の割合は9.8％で高いシェアを維持している（総務省『平成24年経済センサス－活動調査』）。
業界を取り巻く構造の変化

コンビニエンスストアの店舗数が直近10年間に全国で１万店舗増える一方で、量販店の超大型化が続く下で、中小・中堅の製造業にとっては主な販売先である中小菓子小売業の淘汰が進むとともに、製造小売にとっては直接の競合先となるなど、マイナスの影響が大きい。また、小売の超大型化によって相対的に苦しい状況になった卸問屋では老舗を含めて廃業が加速しているため、卸問屋が一括して受注し、OEM生産を中小の製造に割り振るといったことも難しくなってきている。

大手量販店などの菓子売場は、多くの場合がブランド力と供給力のある大手菓子メーカーによって占められているが、菓子業界は有名な企業であっても中小・中堅企業であることが多く、量販店からの引き合いもみられる。中小・中堅の製造業にとって、量販店を販売先に持つことは売上の大幅な増加が見込める反面、厳しい取引条件にも耐えねばならならず、供給量を確保するために従来の取引を大幅に減らさなければ対応できないケースも多い。さらに、プライベートブランド商品としての販売である場合は、量販店との取引の終了が倒産に直結するなど、経営者にとってチャンスであると同時に大きなリスクも伴うため、業界からは慎重な声も多く聞かれる。

業況は微増
菓子は小売市場規模で３兆円産業と言われており、需要は概ね横ばいで推移している。全日本菓子協会の推計によると26年は小売金額ベースで3兆2522億円（全国）と対前年比2.4%の増加となった。消費増税による消費の冷え込みの影響こそ若干あったものの、26年は夏場が涼しく（猛暑の年は「夏枯れ」と呼ばれ、飲料やアイスキャンディーの需要は増えるが、菓子業界全体の売上は落ち込む）、日本食ブームや円安による訪日外国人の大幅増加でみやげ需要の増加があった。製造小売における法人贈答需要に関しては、緩やかな景気の回復の影響を受けて、25年頃から回復の兆しを見せてはいるが、本社部門の府外流出で贈答先が減少しており、かつての活気は取り戻せていない。
　菓子類別ではチョコレートがカカオ豆に含まれるポリフェノールの健康効果が注目され、ブームになったことにより非常に好調なほか、高齢化に伴い米菓も堅調に推移している。一方でチューインガムはフルーツ系を中心に若者の消費が減り苦戦が続く。これは若者の数が減っていることに加えて、若者の車離れやガソリン価格の高止まりによる、「運転中需要の減少」やスマホの台頭などによる「暇つぶし需要の減少」などが要因と言われる。
輸出・輸入はともに増加
日本税関協会によると、輸入は21年以降、６年連続で増加しており、チョコレートやビスケット・クッキー及びクラッカー類、キャンディーなどが主である。金額は年間で587億円ほどであり、既に馴染み深い菓子もあるが、色や香料が強いなど日本人の味覚に合ってないものも多く、品種も限られるため、国内製品との競合はそれほど激しくない。
輸出品は年間で212億円規模と輸入に比べても少額にはなるが、円安や日本食ブームの追い風もあり、26年には対前年比で32.6%も増加している。府内企業においても海外の大手量販店などからの販売・出店依頼や、海外のメディアで商品が紹介されることで人気に火が付き、大口の輸出受注につながるケースなども少なくなく、今後の動向が注目される。
コスト高により収益は厳しい
菓子の主要な原材料のうち砂糖は約60～70%、小麦は約80%、カカオ豆やバニラはほぼ100%と輸入品の割合が高く、26年秋以降の円安による原材料価格の高騰で収益に対するマイナスの影響が非常に大きい。

また、国内で生産している卵やバターといった畜産品においても家畜の輸入飼料高騰により間接的に影響を受けているほか、輸入原材料高騰に引きずられる形で国内産原材料も高騰するため、国内産の原材料に拘っている企業や店舗においても、原材料価格の高騰の影響は決して小さくない。23年以降の光熱費の高騰や、昨今の人手不足によるパート・アルバイトを中心とした人件費の高騰なども相まって、コスト管理が非常に難しく、減益や赤字となる企業が増えている。
設備投資、雇用は横ばい　
人口減少社会で、国内市場の縮小感から設備投資をためらう声も多く、経営者の高齢化や後継者問題も業界が抱える課題の一つである。そのため、跡継ぎを育てず、近い将来の廃業を前提に償却済みの設備で細々と事業を続ける小規模事業者は少なくない。

一方で、業界で生き残り成長するためには、独自の設備で商品力を高めて他社との差別化を図っていかなければならないのは菓子業界も同様である。OEM生産が中心の中小・中堅の企業でも、どこでも生産できる商品だけでは容易に価格競争に巻き込まれてしまう。このため、自社でしか作れない・対応できない商品の開発に対する意欲から設備投資に対する需要は一定存在し、国（平成26年度補正予算）が大阪府中小企業団体中央会に委託実施している『ものづくり・商業・サービス革新補助金』などに対するニーズは高い。
雇用に関しては、パート・アルバイトの採用は厳しいながらも、正規社員の採用は比較的順調に行われている。製造現場の職人も高齢化が進んでおり、工場で量産される菓子であっても職人の技術が必要なものに関しては若手への継承が目下進められている。ただし、小規模事業所では後継者問題がみられる。
今後の見通しは「健康」「外需」などに活路
健康志向の高まりから、今後も「体に良いお菓子」の需要は伸びると考えられている。また、和菓子でもチョコレートを取り入れるなど、既存の概念に囚われずに新しい商品を積極的に開発し続け、国内にも新しい顧客層（高齢者中心から若い女性への広がりなど）の開拓を続けている企業や、国産原材料へのこだわりや地域貢献など独自の経営哲学を商品開発や店舗運営に反映させている企業は規模に関わらず成功しているといった声も聞かれた。

現在、世界的に日本の食文化への注目が高まっており、輸出や海外出店、訪日外国人旅行客への販売など外需には今後も伸び代が期待されている。「安心安全・品質・日本らしさ」を維持しつつ、外国人にもヒットする商品開発にも期待がかかる。（中井　章太）
表　大阪の菓子製造業の事業所数、製造出荷額、全国シェア（４名以上の事業所、出荷額等の単位：百万円）
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年次

事業所 出荷額等シェア事業所 出荷額等シェア事業所 出荷額等シェア事業所 出荷額等シェア事業所 出荷額等シェア

平成21年 103 33,246 3.2% 38 9,011 2.0% 31 6,815 2.1% 73 84,530 6.6% 245133,602 4.3%

　　22年 105 35,859 3.4% 36 6,734 1.5% 28 6,333 1.9% 70 84,527 6.6% 239133,453 4.3%

　　23年 103 34,025 3.5% 36 11,095 3.0% 24 5,806 1.9% 86 88,749 7.6% 249139,676 5.0%

　　24年 106 39,309 3.7% 34 8,579 2.2% 25 6,856 2.1% 66 89,149 7.3% 231143,893 4.8%

　　25年 105 38,289 3.6% 36 8,627 2.2% 21 6,558 1.9% 63 82,080 6.6% 225135,554 4.5%

生菓子 ビスケット類・干菓子 米菓 その他のパン・菓子 合計



（資料）経済産業省『工業統計調査』

※その他のパン・菓子製造業には飴菓子、砂糖菓子、チョコレート類、チューインガムなどが含まれる。
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